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 要	
 旨	
 

	
 私たちは 6月 6日に起きた金星の太陽面通過を観
測し、黒点と金星の画像を得ることができました。

そこで、同時刻に共同観測していたタイの LESA校
と太陽観測衛星 SDOの観測画像と私たちの画像と
を比較し、地球－太陽間の距離を求めました。その

結果、太陽までの距離は1億3,380万km、１億5,540
万 kmとなりました。 
 
1、 はじめに	
 
金星の太陽面通過観測による太陽までの距離の算

出は、宇宙の大きさを知る手がかりとして、18世紀
より行われている伝統的な研究です。私たちは学校の望遠鏡によ

る画像と、以前より親交のあるタイの LESA 校と太陽観測衛星
SDOの画像を比較し、太陽までの距離を算出することにしました。 
同時刻における 2 地点での太陽面の金星の位置のずれ(視差)が
分かれば、三角測量の要領で金星までの距離が求められます。ま

た、金星の東方最大離角から求められる地球－太陽－金星間の距

離の比を使って太陽までの距離を算出できます。 
県立大附高は LESA校画像、龍野高校は SDO画像を手分けし
て解析にあたりました。 

 
2、 観測と解析の方法	
 
	
 観測にはタカハシ 13センチ屈折、ビクセン８セン
チ屈折望遠鏡を使用し、太陽観測のため減光フィルム

（アストロソーラーフィルター眼視用）を鏡筒に取り

付けました。カメラは一眼デジタルカメラを使用し、

Astor-HS の呼びかけに合わせて 10分ごとに RAWデ
ータで太陽を撮影しました。	
 

得られた RAWデータの画像を専用ソフトで FITS	
 共同観測したタイ LESA校の観測風景 



データに変換し、画像処理ソフト

Makaliiで太陽・金星の中心座標をピ
クセルで求めました。太陽の中心座標

は、画像上の太陽の円周上に異なる 3
点を取り、2点を結ぶ線分の垂直二等
分線の交点を算出することで求められ

ます。また、金星の場合は、金星像の x座標 y座
標の最大値・最小値をそれぞれ求め、その平均値

を中心座標としました。測定誤差を小さくするた

めに上記の測定を 5回行い、平均値を求めました。
タイや SDO で観測されたデータも、同様に太陽・

金星の中心座標をピクセルで求めました。画像は

それぞれスケールと傾きが異なっていたので、そ

れぞれの太陽直径のピクセル数を求め、その比を

用いてスケールを補正し、傾きは 2つの黒点を結
ぶ線分の傾きで合わせました。全く同時刻の観測

は行えなかったので、LESA、SDO の観測時刻における日本での

金星位置を、その時刻を挟む２つの画像から導出し、２地点か

らの金星位置のずれ(視差)を求めました。	
 

日本－タイ、日本－SDO の距離は、それぞれの緯度経度高度

から、球面三角の公式・余弦定理で求めました。求めた 2地点
間の距離と視差から、三角測量の要領で、地球－金星間の距離

を求め、地球－太陽間の距離を算出しました。	
 

また、背景とした太陽までの距離が近く、金星までの距離と

それとの比が約３：４であるので、太陽面上での金星位置のず

れが図のθではなくθ’であるとして視差を補正してみました。	
 

	
 

3、 結果と考察	
 

	
 実際に知られている６月６日の太陽までの距離は約1億 5180km です。結果は、SDOとの比
較は視差の補正をした方が、タイ LESAとの比較はしない方が知られている値に近くなりまし
た。これが観測や解析によるずれによるものかどうかは分かりません。 
	
 お世話になった先生方とも一緒に検討しましたが、補正が正しいかどうか解決できていませ

ん。２地点が 730km離れると、太陽の位置そのものが１秒角ずれることから、金星太陽面通
過から太陽までの距離を求めるには、θの求め方に工夫が必要だと考えます。	
 

観測地情報    

 経度 緯度 高度 

兵庫県大附高 東経134°24' 北緯34°54'  

タイＬＥＳＡ 東経100°38' 北緯13°46'  

ＳＤＯ 西経100°42’ 南緯4°28' 35,781km 

解析結果      

 画像上の視差

θ'(秒角） 

視 差 補 正 後

θ（秒角) 

２地点間距離

(km) 

太陽までの距離(万km) 太陽までの距離 

(視差補正後 万km) 

LESAとの比較 ２３．１７ ３１．２ ４０３８ １３４００ ９７８０ 

SDOとの比較 １６６．８ ２２８．１ ４６２００ ２１３００ １５５４０ 


